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農地における水利用と水管理
教 授鈴 木光 i詰JI
l.研究の概要
水田及び畑地における水利用に関して，農業水科目立からの実証的研究を行ってきたが，現在も
これに関する研究を継続中である。 j菱地で、の水利用は用水としての水源純保，取水，導水，配水
の各過程が問題になるので，用水自体としての水量，水質などの他に，ソフトーi百で、の水管理が重
要なテーマとなる。ここではそれらに関する研究の中で主な成果の概要をのべる O
( 1 )水田における水利用と水管理
a. 水管理施設の維持管理:ここでいう水管理施設とは， 1)(水点から末端i重!場まで、の送配水施
設をさし，これらの施設の遥用に当っては安全かっ正確に維持管理されることが適正な配水を行
う上で必要となる。そこで，従来あまり取り上げられなかった施設のメインテナンスの上で問題
となっている諸点(組織，管理方針，管理内容，管理費用)及び計画をたてる際の対策を明らか
にした。
b. 水質管理:最近水田パイプライン化が進行し，それに伴って管内での流水機構に影響を及
ぼす水質・水温の問題をとらえた。水質問題ではゴミ混入流の水理的性格とスクリーンロスにつ
いて実証的研究を行い，実用面で既に引用されているスクリーン損失に関する実験公式を導入し
た。また，パイプラインの水理設計に使用されている H-W公式と水協との関係を明らかにした。
c. 熱新地域における水管理:インドネシア及ぴ、マレーシアの水田かんがいを主な研究対象と
し， a本のそれと水管理面での対比を行い 熱帯地域での水田の水管理二のあり方の一部を明らか
にした。この研究は現在進行中である O
d. 開水路系水自の水管理の特性:近年，栽培技術の変化，機械化農業と兼業化， I苗場整備と
用水施設のシステム化などから間場における水管理状況が変りつつあり これに伴って用水の需
給構造にも変化が生じている。そこで開水路系水田でのj習場レベルでの水需要の実態を明らかに
し水田で必要な管理用水の位量づけと用水計画上の水管理の方向を示した。
( 2 )畑地における水利用と水管理
a. 末端施設の水管理:栽培作物，かんがい方式などは固定的なものでなく，現実の営農方法
の変化にも追従できるように自由度をもたせた水管理が必要となる O したがって末端散水方式を
含むファームポンド系の容量決定に自由度を加味した設計方法を提案した。
b.水質限界と水管理:畑作物に対する塩類濃度障害に関して，作物別に 0%被害限界濃度を
電気伝導度で表現し，実用化し易い形式にした。さらにハウスかんがいにおける塩分集積現象及
び地下水中の塩分拡散の現象を実証的に明らかにし，その対策について検討した。
c. 農地造成地における土壌侵食:農地造成初期の出水時の土壌侵食機構を明らかにするため
に，対象試験地IZを設けて実証的な研究を行った。その結果つの出水に関して， K-W法を拡
張した侵食土量の推定式を導入し，現地での検証を行うことができた。
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